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 会長：大塚 真一  幹事：宮本 朗  

202４～202５年度 国際ロータリーテーマ 

『ロータリーのマジック』 RI 会長 ステファニーA・アーチック 

202４～202５年度 大村ロータリークラブテーマ 

思いやりの精神（こころ）でロータリーを楽しみ、ロータリーの仲間の輪を広げよう 

皆さんこんにちは。 

7 月よりスタートして、1 か月が過ぎ 8 月に入りました。今月は

会員増強・新クラブ結成推進月間となっています。1 人でも多く

の会員を増やせるよう、まずは皆さんがロータリーを楽しみ会員

拡大につなげていければと思っています。今年の目標は純増 2 名

となっていますが、目標はすでに達成しておりますが、皆さんと力を合わせ、引き続き会員拡大

に努めていきたいと思っています。 

さて、この夏も猛暑が続いています。気象庁によると、日中の最高気温が 25 度以上になった日は

「夏日」、30 度以上は「猛暑日」と呼んでいます。また、最高気温が 25 度以上の夜を熱帯夜とし

ています。2 年前の～2022 年は記録的な猛暑だったため、日本気象協会では「最高気温が 40 度

以上の日」と「夜間の最高気温 30 度以上の夜」の名称を「酷暑日」「超熱帯夜」という名称で呼

ぶようになっています。新たな名称が必要になるほど、気候 気温が変化しており、それに応じ

た対処が必要になっています。 

全国では、東京都心で 37.7 度を観測するなど、全国 133 地点で今年最高気温を観測し、栃木県・

佐野市等 6 地点で 40 度以上という記録的な高温を観測しています。この栃木県・佐野市 41 度は

観測史上 3 位、栃木県初の 40 度越えとなりました。茨木県・古賀での、40 度越えも茨木県初の

40 度越えとなっています。最高気温 40 度以上を観測した延べ地点数を見ると、一番多いのは岐

阜県の 15 地点です。次いで群馬県 13 地点、新潟県の９地点となっています。ほとんどが東日本

で観測されており、沖縄や九州で 40 度越えはでていません、このような炎天下での長時間の作

業は避け、こまめな水分補給を行うなどの対策が必要で一つ間違えると命の保証にもかかわって

いきます。 

自社の建設現場においては大変厳しい現場作業が続いています、日中の現場での温度は 40 度以

上、大変過酷な現場状況になっています、熱中症対策として空調服を使用している姿を多く見ら

れるかと思います。空調服は作業服の両サイドに小さな扇風機が取り付けられている服になりま

す。外から外気を内側に送り込んで体温上昇を防ぐような仕組みになっています。しかしながら



少しは涼しくなりますが、最近の暑さには、さほど大きな効果はないように感じられます。2 年

~3 年前の現場において、炎天下の作業中に熱中症にかかり、緊急搬送されたスタッフがいまし

た。官公庁の現場だったので現場はすぐにストップ、2 週間ほど現場は止められ、その間にこの

ようなことが起きた原因について事情を聴かれるということとなり、2 度とこのようなことがな

いように対策を講じることを約束させられたことがあります。対策としてはこまめな水分補給、

1 時間おきの休憩、何か体調おかしければ、すぐに休む等です。一人一人の体調管理をしながら、

現場管理の仕方も変化してきています。現場では声を掛け合いながら少しでも顔色が悪く具合が

よくない、現場員がいたらすぐに休ませるなどの対策をとっています。しかしながら体調のこと

は本人しかわからないのが現状です。最終的には本人の判断となるため何か起こる前に、起こら

ないように目を光らせることと、こまめな状況確認を取っていくよう努力しています。 

 

今では、熱中症警戒アラートという設定もされており、これは健康への被害が予測された場合に

気象庁と環境省が発表する情報になっています。熱中症の危険性が極めて高くなる「危険な暑さ」

が予想される場合に発表される「熱中症警戒アラート」今年度の運用は 4 月の 23 日よりすでに

運用され 4 か月が過ぎています。ちなみに昨年の発表回数はあわせて 1232 回を数え、全国での

運用が開始された 3 年が過ぎましたが、初めて 1000 回をこえているようです。環境省によりま

すと、3 年前 613 回、2 年前の 889 回をいずれも大きく上回りました。また昨年は、「熱中症警戒

アラート」が 2 年前まで 1 回も発表されなかった北海道の「宗谷そうや」「釧路くしろ・根室ねむ

ろ」「十勝」「胆振いぶり・日高ひだか」の 4 つの地方にもそれぞれ発表され、国内で未発表の地

域が無くなるなど、全国的に例外なく危険な暑さに見舞われたことがうかがえます。気温は相変

わらず高く、厳しい残暑が続く見込みです。まだまだ蒸し暑くなりそうです。熱中症にかからな

いようにして体調には十分気を付けていただくようお願いします。会長の時間とさせていただき

ます。 

 

 

 

 

８月は会員増強・新クラブ結成推進月間です。横組みのページでは、これに

因んだ特集がメインの記事になります。 

特集 会員増強・新クラブ結成推進月間 ・・・・・・・・7 

 新しいクラブ 新しいスタイル 

 新しい切り口で創立された４つのクラブにインタビューがなされています。

ほぼ共通するクラブの特徴としては、会費が比較的抑えられている、例会は

月 2 回、食事は無し、ハイブリッド方式で行っているなどです。 

 新しいスタイルのヒント 

 ５つのヒントが書いてあります。特に、Hint.3 多様な会員種別を設ける、Hint.5 I T を活用

してコミュニケーションを円滑に は参考になります。 

 特集  What’s DEI・・・・・・・・16 

 以前の D&I から最近は D E I という言葉を聞くことが増えてきています。E は Equity（公平

性）で Equality（平等）ではありません。 

雑誌の時間 雑誌・月信小委員会 荒木君 



 Q10 最後に一言お願いします  

 多様な会員を迎え入れていきましょう、とお話しすると、「ロータリーは量じゃない、質だ」と

反対される方がいらっしゃいます。しかしジェニファー・ジョーンズ元 RI 会長は、日本のロータ

リー研究会でこのようにおっしゃいました。「ROTARY is Quantity of Quality―ロータリーは素

晴らしい人たち（質）が大勢集まる（量）団体です」。 

 全国でチャレンジしてほしい！ バリアフリー演劇・・・・・・・・19 

  東京荒川ロータリークラブが「バリアフリー演劇プロジェクト」と銘打って、地域を巻き込ん

で奉仕活動を実施しました。特別支援学級の子ども、視覚・聴覚障害者、ストレッチャー使用の

重度障害者、乳幼児や小学生、専門学校の生徒など、約 750 人が観劇しました。 

 ２０２４年シンガポール国際大会・・・・・・・・22 

  ５月２５～２９日シンガポールのマリーナベイ・サンズで開催されました。今回、登録者数は

世界で 1 万４,660 人。そのうち日本が２,516 人最多登録。いつかは私も参加したいものです。  

 よねやまだより・・・・・・・・30 

  ロータリー米山記念奨学事業の基礎知識 

 新会員からベテラン会員まで、事業のあらましについてご覧ください。 

 

 横組みのページ 

 この人 訪ねて・・・・・・・・72 

 知床の無歯医地区に開業して１７年。診療所２階で地産食材を料理する歯医者さん 

 ぜひお読みください。 

  

 

 

 

 

会員増強月間に因んで 

 ロータリークラブでは毎月 RI によって強化月間が定められております。 

今月は「会員増強・新クラブ結成推進」月間です。2018-2019 年度までは

「会員増強・拡大」月間となっておりました。1988 年、ロイス・アビーRI

会長の年度に創設された月間で、いずれも毎年、年度始まりの早い月に設

定されています。一年を通してクラブ全体で考えて行きましょうとのこと

からです。 

実際大村クラブにおきましても、ここ何十年と会員数 50 名前後で推移し

ておりましたが、この十年で十名近くの先輩方が鬼籍に入られ、と増減含め現在は 40 名強とな

り、新会員確保は当クラブにおきましても喫緊の課題であります。 

本年度、私は会員増強委員会にも配属されておりまして、後程本日の催しの時間で会員増強委員

長により「新クラブ結成推進」についてのお話があると思いますが、私は本日これまでの大村ク

ラブの「会員増強」についてのお話をしてみたいと思います。 

RI でも、日本でも、90 年以上前からロータリークラブの会員増強についてはよく「量」と「質」

ロータリー情報 ロータリー情報小委員長 酒井君 



という言葉が使われます。会員増強の「増」は会員の量を増やすことでありますが、私が入会し

た当時、“大村クラブは人数(量)より入会対象の人(質)を大事にしていきたい”とよく先輩方が仰

っていました。事実そんなに躍起になって会員を入れようという動きはありませんでしたし、国

内の他の多くのロータリークラブもそのような考えだったように思います。“「質」とは?”とお

聞きすると、“地位や収入が高いとか肩書が良いとかではなく、正しい心を持ち、人に奉仕する心

を持ち、心からの手、愛の手、寛大な心、そういうものを持っている人たちだろうな。そういう

人たちであればロータリーの活動を理解して頂けるだろう”と仰っていました。そしてこうも仰

っていました。“大事なのは増強の「強」で、会員の質を高めること即ち、会員の内なる人を強く

する、内なる心を磨くことだよ。例会出席を基本とし、炉辺会議や会員同士の親睦の中で、ロー

タリーの理念発生の歴史的必然性や原理を学び理解して、自己啓発と人生観の一層の向上を求め

ようとすること。ロータリーの第一義は「心の開発」だよ。ロータリーとは寄付金目当ての慈善

団体ではなく、人を作るための自己啓発を目的とする思想団体だよ”と教えられていました。そう

やって先輩会員からロータリーの基本知識や魅力を教えて頂いたものですが、そのような炉辺会

談や夜の委員会活動も世代間の対話がコロナ過もあってか減ってきている現在です。「会員増(弱)」

とならないように新会員には先輩会員が寄り添いながらロータリーを理解してもらうことも必

要な事ではないでしょうか。そしてロータリークラブは異業種スペシャリストの集合体、多様性

の塊の会です。皆様方には、毎回の例会や炉辺会合の出席の際は、今回は誰と、こんな話をして

みたい、聞いてみたいとか、何か「目的意識」を持っての出席を意識されてみてはいかがでしょ

うか。また、運営側も何かタメになるものを持って帰って頂けるような、会員が出席したくなる

ような「仕掛け」も運営に必要ではないでしょうか。このようなことが魅力につながり、会員増

強と両輪である大事な退会防止にも繋がって来るのではないかと考えます。 

ここ数年、若い会員が多数入会して頂いております。また今期始まり早々 

素晴らしい方々が 3 名も入会して頂いております。当 R 情報委員会もオリエンテーションを企画

してゆきたいと考えております。そして最後に、各委員会でもどんどん炉辺会議なども開催して

いただければとお願い申し上げたい次第です。 

以上、業務連絡のようになった感もございますが、本日の R 情報を終わります。 

 

 

 

 

本日は、会員増強の時間として皆様の貴重なお時間を頂戴いたします。 

テーマは、本年度設立を検討しております「衛星クラブ」についてです。 

 

昨今ロータリー活動の中で、一度はお聞きになったことがある「衛星ク

ラブ」ですが、簡単に、その内容について触れておきます。 

衛星クラブとは、いうなれば「新たに作る、クラブ内のクラブ」です。具

体的には、８名以上のメンバーを集めた上で、スポンサーとなるロータリ

ークラブ（以下「スポンサークラブ」といいます。）の会長が RI 日本事務

局へ設立申請をすることで設立できる、新たなクラブのことを指します。 

 

衛星クラブについて  会員増強委員会 渡邉君 



ここで「衛星クラブ」の特徴についてお話します。衛星クラブには、次のような２つの基幹的

な特徴があります。 

 

その①：衛星クラブ会員は正規のロータリアンであり、スポンサークラブの会員となること 

  衛星クラブ会員も等しくロータリアンであり、スポンサークラブの会員と数えられることと

なります。 

また、ロータリアンとして、いわゆる３大義務（例会出席、会費納入、雑誌購読）を守らな

ければなりません。 

その②：衛星クラブは、スポンサークラブと独立した運営、活動主体であること 

衛星クラブは、議長、理事会といった役員によって構成される新たな団体であって、スポン

サークラブとは独立した運営、活動主体です。当然、「財布」（会計）もスポンサークラブとは

別です。 

 

これらの特徴以外の細かいルールについては衛星クラブ毎に異なるようです（スポンサークラ

ブと衛星クラブ間の会員移行、衛星クラブの在籍期限など）。この点に関して、すでに皆様にメー

ルや書類にて配布済みです。詳しくはそちらをご参照ください。 

 

ここで、衛星クラブの活動ですが、多くのクラブに共通している点は次のとおりです。 

・スポンサークラブの事務所を利用して例会を開く 

・例会開始は終業後である夜 

・食事なしの例会（例会後の懇親会にて食事をする） 

・例会の進行は、ロータリークラブのそれとほぼ同様 

・奉仕活動（地域清掃ほか）についても、スポンサークラブと協力して取り組む 

  なお、衛星クラブがスポンサークラブと独立しているといっても、設立後活動が軌道に乗る

までは、スポンサークラブ会員によるレクチャー、補助を必要とすることがあります。 

 

ところで、衛星クラブは「会員の質を向上させるため」「若手を育てるため」「ロータリアンを

増やすため」などの設立目的が謳われるところではありますが、運用次第でそのような一面をも

つ、と表現することが適切かと思われます。この点は、衛星クラブが、本来的には「新ロータリ

ークラブ結成に必要な会員数に満たない場合のオプション」として導入されたものであることか

らも明らかです（語弊を恐れずにいうならば、現在では、このような本来的な意味合いで設立を

奨励されているわけではないように思われます。）。つまり、衛星クラブは、設立目的に応じて機

能、役割共に多様化してきているといえるでしょう。 

このような潮流からすれば、当クラブが「どのような目的で衛星クラブを設立するのか」を明

確化することは、衛星クラブ設立を有意義かつ効果的なものにするために極めて重要といえます。

後述のとおり、当クラブでは、ロータリーの輪を広げるために衛星クラブ設立を検討していると

ころですが、それによるメリットとデメリット、恩恵や弊害等も存在すると思われます。これら

をきちんと認識、理解して設立することが、衛星クラブをよりよいコミュニティに引き上げ、ひ

いては当クラブの発展に寄与することになるでしょう。 

 



いくつか例をあげますと、ＹＥＧやＪＣなど若手コミュニティとの併存が可能なのか、若いう

ちはこれらのコミュニティで研鑽を積み、卒業後にロータリークラブに入会するのがよい、との

声もあります。他方で、これら複数のコミュニティに入りつつ衛星クラブ会員になることも問題

ないとの意見もありますし、若手が参入しやすいコミュニティとして衛星クラブを設立し、早め

にロータリーを知ってもらいたい（そしてゆくゆくはスポンサークラブへ会員移行してもらいた

い）といったことも、設立目的、動機として十分考えられるところです。 

また、衛星クラブ設立後の活動補助をスポンサークラブである当クラブ会員がすることとなり、

これが一定程度の物理的、時間的負担ともなり得ます。他方で、衛星クラブ会員への活動補助を

通じて、スポンサークラブにおける活動や奉仕を見つめ直す機会を得ることができるともいえま

す。 

このように、そもそも何のために衛星クラブを設立するのか（複数の目的があるならばどこに

比重を置くのか）、そして、それによって（比較的自由に決められる）衛星クラブのあり方を定め

なければなりません。これらについては、すでに提供した資料をもとに、皆様にも探求していた

だき、大いに議論していただきたいところです。 

最後に、今後の方針等について説明します。 

まず、当委員会の立ち位置についてです。 

当地区ガバナー及び大塚会長は、本年度、ロータリーの輪を広げるために、衛星クラブの設立を

奨励しております。そこで、当委員会では、これらの意向を汲み、衛星クラブ設立に向けて検討・

活動をしているところです。設立の是非については、後述のとおり、理事会の判断にゆだねるこ

ととなります。 

次に、具体的なスケジュールについてです。 

初めに、①当委員会による衛星クラブの視察を行います。「百聞は一見に如かず」、実際に視察し

て衛星クラブについて理解を深め、何らかの形で皆様へ情報共有します。もし同行したい方がい

らっしゃれば、早めにお声がけください（一緒に衛星クラブを体験してみましょう）。 

その後、②当クラブ会員間で意見交換をしたいと考えています。方法は未定ですが、例会時間を

利用したいと考えています。 

そして、これまでの活動を踏まえ、③春頃までに理事会に設立案を上程する予定です。 

なお、皆様からご意見、ご要望があれば、できる限りこれを取り入れた上で検討したいと考えて

います。 

本年度、私が会員増強委員会理事を拝命し、当委員会の事業として、本年度中の衛星クラブ設立

に向けて活動をしているところです。しかし、優秀な委員会メンバーがそろっているとはいえ、

そのマンパワーだけでは、１事業年度で設立手続まで完了させることは困難を極めます。ご意見、

ご要望含め、皆様の多大なご支援、ご協力を賜りたいと存じます。よろしくお願いします。 

 

四つのテスト■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

 

１． 真実かどうか 

２． みんなに公平か 

３． 好意と友情を深めるか 

４． みんなのためになるかどうか 言行はこれに照らしてから 



 

 

 

【大塚会長・宮本幹事】 

暑い日はまだまだ続きそうです。皆様どうぞ体調管理にはご注意下さい。雑誌の時間、

荒木君、ロータリー情報、酒井君、会員増強の時間、渡邉委員長よろしくお願い致し

ます。ジャニタ君ようこそおいで下さいました。（３） 

【山口君】 

前回の例会では急な欠席申し訳ありませんでした。誕生日のお祝いいただきました。

ありがとうございました。インターアクト年次大会もいよいよ今週となりました。皆

様ご協力のほどよろしくお願いいたします。（３） 

【中瀬君】 

本年度はじめてのロータリー情報の時間です。酒井委員長の卓話楽しみです。今後１年間宜しく

お願い致します。ジャニタ君ようこそ。（１） 

【小又君】インターアクト年次大会が、いよいよ今週末２４日（土）に開催されます。皆様のご

協力よろしくお願いいたします。（１） 

【角君】 

雑誌の時間、荒木君ありがとうございます。歯科医師の記事はじっくり読みたいと思います。ロ

ータリー情報の時間、酒井君、勉強になりました。（１） 

【佐藤君】 

７月例会ニコニコにて洗車機に閉じ込められた旨を発表させていただきましたが、その翌々日に

壁と戦ってバンパーを交換するハメになりました。暑い日が続きますが、ボーっとせずにハンド

ルをにぎって行きます。（１） 

【森本英敏君】早退お詫び（１） 

 

 

 

【御礼】先日はありがとうございました！ 

大村ロータリークラブ 

会長 大塚 真一 様 

お世話になっております。田中れいかです。 

先日のインターアクト年次大会では、講師として呼んでいただいただけでなく、さまざまなおも

てなしをしてくださりありがとうございました。 

ロータリアンさんというと少し遠い存在なのですが、大村ロータリークラブは温かくて居心地が

よくて良いチームだなと再確認しました。 

また秋の年次大会でもお会いできるのを楽しみにしております！ 

連日、台風の影響で慌ただしい日々をお過ごしのことと思います。 

大塚さんの身の回りで何もないことを願いつつ、またご飯等ご一緒できるのを心待ちにしており

ます！ 

      ニコニコ BOX       ８月２０日 クラブ管理運営委員会 佐藤君 

田中れいかさんより御礼のメールをいただきました☆ 



 

 

 

幹事報告■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ 

●今後の予定について 

【クラブ】 

・9/８ロータリー奉仕デー環境美化プロジェクト 

【地区】 

・9/7 24 年 9 月期修了奨学生修了式（愛山亭 佐世保市） 

・9/17 職業奉仕 web 勉強会（zoom） 

・9/21 2024-25 年度 第 2740 地区「クラブ活性化セミナー」（大村中央公民館） 

８月第３例会（８月２０日）出席率 7５％修正出席率（８月６日）8７.８％ 

大村ロータリークラブ 

TEL：０９５７-４２-６１９２     FAX：０９５７-４２-６１９３ 


